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一
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
九
州
文
化
史
研
究
所
と
『
事
務
記
録
』

九
州
文
化
史
研
究
所
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
内
に
学
内
措
置
と
し
て
設
置
が
認
め
ら
れ
、
法
・

経
・
文
の
三
科
の
関
係
教
員
が
所
員
と
し
て
共
同
運
営
を
行
な
っ
て
き
た
。
当
研
究
所
の
研
究
活
動
は
主
に
九
州
各
地
の
史
料
蒐
集
で

あ
っ
た
。
戦
後
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
四
月
一
日
に
法
文
学
部
が
法
・
経
・
文
の
三
学
部
に
分
立
し
て
以
降
は
、
三
学
部
に
よ
る

共
同
管
理
と
い
う
法
文
学
部
以
来
の
運
営
方
法
を
踏
襲
し
て
研
究
活
動
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。
昭
和
二
五
年
度
に
策
定
さ
れ
た
当
研
究

所
の
規
定
に
よ
れ
ば
文
学
部
長
を
も
っ
て
所
長
に
充
て
、
三
学
部
の
教
授
・
助
教
授
・
専
任
講
師
の
う
ち
関
係
教
員
が
所
員
に
名
を
連

ね
、
三
学
部
の
関
係
分
野
の
助
手
と
大
学
院
特
別
研
究
生
が
研
究
員
と
し
て
研
究
活
動
に
従
事
し
て
い
た

（
１
）。

昭
和
二
五
年
度
の
陣
容
を
見
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
所
長
の
干
潟
龍
祥
（
文
学
部
長
）
以
下
、
所
員
と
し
て
楠
本
正
継
、
森

克
己
、
喜
多
野
精
一
、
古
野
清
人
、
竹
内
理
三
、
福
田
良
輔
、
杉
浦
庄
二
郎
（
以
上
文
学
部
）、
青
山
道
夫
、
具
島
兼
三
郎
、
吉
田
道
也

（
以
上
法
学
部
）、
岡
橋
保
、
田
中
定
、
宮
本
又
次
、
高
木
暢
哉
（
以
上
経
済
学
部
）
が
名
を
連
ね
、
こ
れ
に
嘱
託
所
員
と
し
て
文
学
部

講
師
の
檜
垣
元
吉
が
加
わ
っ
て
い
る

（
２
）。

こ
の
頃
に
は
研
究
員
と
し
て
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
一
〇
月
に
大
学
院
特
別
研
究
生
と
な
っ

梶

嶋

政

司

九
州
文
化
史
研
究
所 

『
事
務
記
録
』（
昭
和
二
十
五
年
度
）
の
紹
介
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て
い
た
服
藤
弘
司
、
安
藤
精
一
、
秀
村
選
三
の
面
々
が
在
籍
し
て
い
る

（
３
）。

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
九
州
文
化
史
研
究
所
の
出
来
事
を
見
て
み
る
と
、
研
究
面
に
お
い
て
は
、
四
月
二
五
日
か
ら
五
月
七

日
に
か
け
て
文
部
省
人
文
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
対
馬
調
査
を
実
施
し

（
４
）、

そ
の
成
果
が
『
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』

第
一
号
（
翌
五
一
年
三
月
に
発
刊
）
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
研
究
の
活
発
化
と
と
も
に
、
当
研
究
所
の
学
内
予
算
措
置
は
昭
和
二

五
年
度
に
相
当
額
が
組
ま
れ
た
。
そ
し
て
翌
昭
和
二
六
年
度
か
ら
は
当
研
究
所
の
予
算
が
文
部
省
予
算
と
し
て
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る

（
５
）。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
と
い
う
年
が
戦
後
の
九
州
文
化
史
研
究
所
に
と
っ
て
一
つ
の
画
期
を
な
す
年
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
戦
後
の
再
出
発
を
は
た
す
こ
と
に
な
っ
た
と
も
言
う
べ
き
重
要
な
年
に
関
連
し
て
、
当
研
究
所
内
で

記
さ
れ
た
業
務
日
誌
が
残
っ
て
い
る
。『
事
務
記
録
』
と
題
さ
れ
た
わ
ず
か
七
枚
綴
じ
の
罫
紙
で
は
あ
る
が
、
昭
和
二
五
年
四
月
三
日
か

ら
昭
和
二
六
年
二
月
一
五
日
に
か
け
て
の
当
研
究
所
に
お
け
る
日
常
的
な
業
務
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
必
ず
し
も
情
報
量
は
多
い

と
は
言
え
な
い
こ
の
記
録
に
は
、
対
馬
調
査
後
に
借
用
し
て
き
た
史
料
を
筆
写
す
る
様
子
な
ど
研
究
所
内
に
お
け
る
日
々
の
業
務
内
容

が
、
事
務
職
員
の
立
場
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
他
に
類
す
る
こ
と
が
な
い
史
料
な
の
で
あ
る
。

『
事
務
記
録
』
の
記
載
内
容
か
ら
い
つ
く
か
紹
介
し
て
み
よ
う
。
史
料
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
対
馬
の
史
料
以
外
に
も
戦
前
以
来
九
州

文
化
史
研
究
所
の
研
究
課
題
と
し
て
重
視
し
て
い
た
近
世
日
田
に
関
す
る
史
料
や
、
そ
の
他
の
記
録
の
筆
写
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

当
時
は
じ
ま
っ
て
い
た
近
世
庶
民
史
料
調
査

（
６
）の

九
州
地
区
の
調
査
状
況
に
関
す
る
記
事
も
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
嘱
託
所
員
の
檜

垣
講
師
や
研
究
員
の
安
藤
氏
が
近
世
庶
民
史
料
の
調
書
を
事
務
職
員
の
北
條
・
箱
島
両
氏
に
渡
す
と
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
彼
ら
が
残

業
を
厭
わ
ず
控
書
写
を
作
成
し
た
。
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
九
州
大
学
に
お
け
る
近
世
庶
民
史
料
調
査
が
、
研
究
員
（
大
学

院
特
別
研
究
生
）
や
嘱
託
所
員
な
ど
の
若
手
研
究
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
、
九
州
文
化
史
研
究
所
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
な
が
ら
推

進
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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五
月
一
五
日
に
大
蔵
省
事
務
官
が
当
研
究
所
を
視
察
し
、
森
克
己
、
宮
本
又
次
、
竹
内
理
の
三
教
授
が
「
交
々
予
算
の
増
額
其
他
に

つ
い
て
要
求
並
ニ
説
明
」
し
た
と
い
う
記
述
は
、
翌
年
度
か
ら
の
文
部
省
予
算
化
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
研
究
所
の
活
動
を
主

導
し
て
い
た
森
、
宮
本
、
竹
内
が
こ
の
機
会
を
重
要
と
と
ら
え
対
処
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
九
州
文
化
史
研
究
所
の
創

設
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
長
沼
賢
海
元
法
文
学
部
教
授
が
長
年
に
わ
た
り
筆
写
し
て
蒐
集
し
た
史
料
群
を
九
州
文
化
史
研
究
所
が

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

以
下
、
本
稿
で
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
九
州
文
化
史
研
究
所
『
事
務
記
録
』
の
全
文
を
翻
刻
す
る
。

二
、『
事
務
記
録
』
の
翻
刻

（
凡
例
）

一�

、
本
史
料
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
が
所
蔵
す
る
『
事
務
記
録
』
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

一�

、
原
本
は
「
九
州
大
学
文
学
部
」
の
罫
紙
を
用
い
て
、
日
付
、
摘
要
事
項
、
備
考
欄
は
横
線
で
区
切
ら
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
に
あ
た
っ

て
横
線
は
省
略
し
た
。

一�

、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
の
旧
字
体
（
正
字
体
）
は
、
一
部
の
固
有
名
詞
を
除
き
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一�

、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
読
点
と
並
列
点
を
付
し
た
。

一�

、
見
せ
消
ち
は
「
〻
」
で
示
し
、
修
正
が
あ
る
場
合
は
ル
ビ
で
該
当
の
文
字
を
示
し
た
。

一�

、
人
名
に
つ
い
て
は
、
九
大
関
係
者
な
ら
び
に
来
訪
者
に
つ
い
て
文
末
注
を
付
し
た
。
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（
表
紙
）「
九
州
大
学
文
学
部
」
罫
紙
を
紙
縒
綴
（
縦
25
・
7
㎝
×
横
18
・
8
㎝
）

　
　
　
　

 
九
州
文
化
史
研
究
所

　

昭
和
二
十
五
年
四
月

　
　

事
務
記
録

 

（
本
文
）

　

月
日		



摘
要
事
項�

備
考

昭
和
二
五
年

四
・
三
日	

宇
佐
文
書
書
写
終
ル

〃　

四
日	

宇
佐
文
書
并
宇
佐
諸
家
文
書
計
八
冊
、
井
上

（
７
）氏

認
ノ
礼
状
ヲ
添
エ
本
日
法
学
部
（
大
野
氏
）
よ
り
発
送
返
却
す

〃　

〃	

日
田
文
書  

蝋
座
銀
会
所
其
他
の
筆
写
に
か
ゝ
る

四
・
二
二	

宮
本

（
８
）・

森
（
９
）両

教
授
来
所
、
開
学
記
念
展
覧
会
に
出
品
す
べ
き
文
書
類
を
撰
択
せ
ら
る
、

〃　

二
四	

右
出
品
目
録
一
通
、
森
先
生
に
渡
す

〃　

〃	

宇
佐
郡
八
幡
村
下
乙
女
小
野
拓
男
氏
よ
り
宇
佐
文
書
到
着
受
取
ツ
た
と
の
通
知
が
来
た
、
借
用
証
同
封

〃　

二
五	

安
藤
氏

（
（1
（

よ
り
近
世
庶
民
史
料
調
査
報
告
ノ
控
書
写
（
五
月
中
）
の
こ
と
依
頼　

三
綴
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五
・
一
三	

開
学
記
念
展
覧
会
出
品
物
ヲ
医
学
部
会
場
ニ
運
搬
並
ニ
飾
付　

午
後
三
時
迄　

北
條

（
（1
（

、
箱
島

（
（1
（

五
・
一
四	

開
学
記
念
展
覧
会

				




説
明
者
、　

秀
村

（
（1
（

　

安
藤　
　

監
視
監
督
等
六
時
迄　

箱
島

五
・
一
五	

大
蔵
省
事
務
官
視
察　
　

森
、
宮
本
、
竹
内

（
（1
（

先
生

	

交
々
予
算
の
増
額
其
他
に
つ
い
て
要
求
並
ニ
説
明

　
　

〃	
対
馬
（
宗
家
、
須
河
氏
、
賀
島
氏
）
の
借
入
書
類
来
る

　
　

〃	
庶
民
史
料
の
控
書
写
に
か
ゝ
る

五
・
二
二	

右
書
写
完
了

五
・
二
五	

庶
民
史
料
の
写
ニ
か
ゝ
る　

今
日
安
藤
氏
持
参　

前
の
分
続

　
　

二
六	

長
沼

（
（1
（

文
庫
の
分
、
地
図
類
（
二
六
二－

二
六
九
）
受
取

　
　

二
七
（
土
）	

長
沼
文
庫
の
残
部
の
写
本
が
来
た
。

六
・
一
〇	

庶
民
資
料
の
報
告
の
分
筆
者
に
か
ゝ
る

	

「
三
根
村
御
吟
味
之
口
々
書
出
帳
」
一
冊
を
返
却
す
る
こ
と
、
長
崎
縣
上
縣
郡
三
根
村
田
口
氏
に
郵
送
ノ
事

六
・
一
三　

火	

庶
民
資
料
書
写
終
了　

秀
村
氏
ニ
渡
す

六
・
一
四	

殆
ど
終
日
、
長
沼
文
庫
の
後
の
分
整
理
、
棚
の
引
替
等
を
な
す

	

○
長
沼
文
庫
の
分
製
本
を
要
す
る
も
の
多
数
あ
り
。

	

○�

低
函
中
の
文
書
類
を
取
出
し
た
ま
ゝ
書
棚
に
入
れ
て
あ
る
の
は
夫
々
係
の
人
に
て
整
理
元
の
函
に
入
れ
て

貰
ふ
事

六
・
一
八
（
日
曜
）	

午
後
一
時
よ
り
地
階
倶
楽
部
室
で
文
化
史
研
究
所
関
係
者
一
同
打
合
会　
　

四
時
半
閉
会



─ 130 ─

九
九
九
九
九
九
九
九

九九
九
九
九
九
九九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

	

打
合
事
項
、
近
世
庶
民
史
料
報
告
ニ
関
ス
ル
事
、

		


史
料
採
訪
打
合
ノ
件
、
研
究
室
整
理
ニ
関
ス
ル
件
々
等
々

	

出
席
者　

森
、
宮
本
、
竹
内
、
吉
田

（
（1
（

、
檜
垣

（
（1
（

の
先
生
方

		


秀
村
、
安
藤
、
服
藤

（
（1
（

、
箱
嶋
、　　

九
人

		


茶
菓
代
五
〇
〇
円　

森
先
生
出
、（
先
生
方
百
円
宛
出
）

		


北
條
氏
ノ
分
ハ
翌
日
渡
ス　

都
合
十
人
、（
残
金
ナ
シ
）

六
・
二
二
（
木
）	
庶
民
史
料
報
告
書
作
製
の
為
居
残
執
務

	

北
條　

五
時－

七
時　
　
　

箱
島　

五－

八
時
迄

六
・
二
三
（
金
）	

午
後
檜
垣
先
生
庶
民
史
料
調
書
四
十
枚
許
持
参

	

清
書
方
依
頼

	

居
残
執
務

	

北
條
氏　

五
時－

七
時　
　
　

箱
島　

五
時－

九
時
五
分
迄

六
・
二
四
（
土
）	

残
務
居
残

	

北
條　

午
後
一
時－

七
時　
　
　

箱
島　

後
一
時－

七
時

六
・
二
五
（
日
）	

出
勤
執
務

	

北
條　

午
前
八
時－

午
後
六
時　
　
　

箱
島　

八－
五
時

六
・
二
六
日
（
月	

庶
民
史
料
調
査
書
報
告
清
書
は
今
日
午
前
中
で
大
体
終
了　

午
後
二
時
頃
檜
垣
先
生
に
渡
す
。

	

改
め
て
ま
た
日
田
文
書
の
書
写
に
か
ゝ
る
。

六七

・
〻

一
一	

対
馬
文
書
（
武（

竹
）内

先
生
借
用
の　

一
、
御
書
付
十
四
通
一
巻
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九
九
九
九
九
九
九
九

九九
九
九
九
九
九九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

	

一
、
御
書
付
一
通
、
一
巻

	

一
、
久
保
山
氏
系
図　

一
巻　

）

	

以
上
文
化
史
ノ
名
義
に
て
仁
位
村
字
ハ
ロ
ウ
久
保
山
益
城
氏
へ
返
却
ノ
件
、　

安
藤
氏
よ
り
依
頼
、

		


森
教
授
ノ
借
用
証
を
そ
の
際
返
し
て
も
ら
う
事

									









　
　

武（
竹
）内

先
生
よ
り
も
改
め
て
依
頼

七
・
一
一
日	
九
州
文
化
史
研
究
所
規
定
を
一
部
届
け
て
来
た
。

七
・
一
三	
日
田
文
書
々
写
完
了　
　

箱
島
分

七
・
一
四	

対
馬
文
書
の
筆
写
に
か
ゝ
る

	

「
江
戸
年
寄
中
ゟ
之
来
状
以
頭
書
及
返
答
候
写
」　

箱
島

七
・
〃	

長
沼
文
庫
の
本　

六
三
一－

六
三
八
迄
十
二
冊
、
及
地
図
類
、
文
科
事
ム
室
ゟ
届
来
る
、
以
上
に
て
全
部
完
了

七
・
二
八	

図
書
貸
出
簿
近
頃
見
当
ら
ず
僉
議
中

八
・
三　

木	

七
月
十
一
日
送
付
返
却
の
対
馬
文
書
（
三
品
）
受
取
の
旨
久
保
山
益
城
氏
よ
り
葉
書
来
る

		


当
時
の
借
用
証
見
当
ら
ず
氏
の
葉
書
を
以
て
受
取
の
証
と
さ
れ
た
し
と
の
旨
記
さ
れ
て
い
る
、

八
・
八	

七
月
一
四
日
筆
写
に
か
ゝ
る
文
書
終
了　

箱
島

八
・
九
日　
　
　

○
口
上
之
覚　

須
川
万
右
衛
門
尚
明
云
々

　
　

 

（
万
松
院
文
書
） 　
　
　

一
冊
借
用
証
ニ
記
入
モ
レ
之
由

				




東
大
史
料
編
纂
所
員
田
中
健
夫

（
（1
（

氏
よ
り
話

八
〻
・

〻
二三

九一

（
火〻

〻
〻）	

宗
家
文
書
（
朝
鮮
御
和
好
之
次
第
并
御
領
所
御
願
之
控
）　

本
日
筆
写
畢　

箱
島
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九

九九
九
九
九
九
九九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

八
・
二
九　

火	

日
田
広
瀬
家
文
書　

二
三
冊

		


作
道

（
（2
（

氏
に
托
し
送
届
返
済

	

但
「
覚
、
二
通
の
内
一
通
不
明
（
七
八
枚
位
か
？
）

	

調
査
の
上
返
答送

す
〻

べ
き
事

	

備
考
「
借
用
証
は
精
査
引
合
の
上
戻
す
と
の
こ
と
」

一
〇
・
三
日	
島
原
市
桜
町
大
隅
一
郎
氏
よ
り
森
先
生
借
用
の
古
文
書
二
冊
、

⎛⎟⎝

安
東
弥
右
衛
門
高
麗
日
記
一
、

 

文
化
五
年

　

諳エ

厄キ

利リ

亜ス

船
渡
来
一
件
一
、 ⎞⎟⎠

			



右
借
用
証
一
通
（
控
あ
り
）
発
送

									









　
　
　
　
　

竹
内
先
生
依
頼

一
一
・
七	

栗
田

（
（2
（

名
古
屋
大
学
教
授
が
視
察
に
み
え
た

一
二
・
一	

竹
内
教
授
よ
り
依
頼
の
巻
物
書
写
に
か
ゝ
る

　
　
　

四	

森
教
授
依
頼　
　

秀
次
書　

軸
物
模
写

一
二
・
七	

森
教
授
よ
り
島
井
文
書
の
書
写
を
急
に
す
る
様
話
あ
り

　
　
　

八	

土
曜
午
後
五
時
迄
執
務

二（
昭
和
）

六
年

二
六
・
一
・
一
六	

拡
大
鏡
大
一
ケ
購
入
受
取　

牧
氏
よ
り



─ 133 ─

九
九
九
九
九
九
九
九

九九
九
九
九
九
九九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

	

三
角
定
規
一
、
尺
竹
一
、　

同
前

二
・
一
三
日	

九
州
経
済
調
査
協
会
野
田
太
郎

（
（2
（

氏
来
所

				




九
州
旧
藩
地
域
図
写
シ

　
　

一
五
日	

野
田
氏
（
同
前
）
来
所

　
　

〃	

英
人
ビ
ー
ス
リ
ー

（
（2
（

氏
視
察
の
為
来
所

			



国
史
学
講
演
ノ
タ
メ
来
学
ノ
序
視
察

注

（
1
）	

「
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
規
定
」『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
一
号
（
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
、
一
九
五
一
年
三
月
）
一

四
四
頁
。

（
2
）	

前
掲
注
１
「
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
規
定
」。
九
州
文
化
史
研
究
所
は
法
文
経
済
学
部
本
館
地
階
〇
一
九
番
室
に
置
か
れ
て
い
た
。

（
3
）	

秀
村
選
三
「
梁
山
泊
「
九
州
文
化
史
研
究
所
」
―
師
友
回
想
―
」『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
四
八
号
（
九
州
大
学
九
州
文
化
史

研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
）
六
頁
。
な
お
「
服
藤
弘
司
教
授
略
歴
」
に
よ
れ
ば
服
藤
は
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
一
〇
月
に
九
州
文
化
史

研
究
所
研
究
員
と
な
っ
て
い
る
（「
服
藤
弘
司
教
授
略
歴
」『
法
学
』
四
八－

六
（
東
北
大
学
法
学
会
、
一
九
八
五
年
）。

（
4
）	

前
掲
注
１
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
一
号
の
表
紙
見
返
し
に
「
本
輯
に
載
せ
た
六
編
の
論
文
は
何
れ
も
文
部
省
人
文
科
学
研
究
費

の
補
助
金
に
よ
り
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
よ
り
同
年
五
月
七
日
に
至
る
間
執
筆
者
共
同
で
対
馬
の
調
査
を
し
た
結
果
に
基
く
」
と

あ
る
。

（
5
）	

『
九
州
大
学
五
十
年
史  

通
史
』（
九
州
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
会
、
一
九
六
七
年
）
五
六
四
頁
。

（
6
）	

戦
後
、
直
面
す
る
民
間
史
料
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
に
文
部
省
が
全
国
的
に
実
施
し
た
近
世
庶
民
史
料
調
査
に
つ
い
て
は
、『
近
世
庶
民
史
料

所
在
目
録
』
第
一
輯
・
第
二
輯
・
第
三
輯
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
二
・
一
九
五
四
・
一
九
五
五
年
）
に
調
査
の
経
緯
と
成
果
の
報
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九
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九
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九
九
九
九
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九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

告
が
あ
る
。
ま
た
近
年
、
宮
間
純
一
氏
に
よ
っ
て
近
世
庶
民
史
料
調
査
委
員
会
の
業
務
に
も
関
わ
る
「
文
部
省
史
料
館
」
の
日
誌
が
紹
介

（
宮
間
純
一
「
文
部
省
史
料
館
黎
明
期
の
古
文
書
整
理
業
務
―
「
日
誌
」
の
紹
介
―
」『
中
央
大
学
政
策
文
化
総
合
研
究
所
年
報
』
第
二

五
号
中
央
大
学
、
二
〇
二
一
年
）
さ
れ
る
な
ど
、
戦
後
の
史
料
保
存
運
動
を
捉
え
直
そ
う
と
す
る
研
究
の
機
運
が
お
こ
り
つ
つ
あ
る
。
な

お
、
九
州
地
区
に
お
け
る
調
査
概
要
に
つ
い
て
は
梶
嶋
政
司
「
九
州
大
学
と
資
料
保
存
運
動
―
戦
後
70
年
か
ら
近
世
庶
民
史
料
調
査
目

録
原
本
を
読
み
直
す
―
」『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
一
〇
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資

料
館
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）	

井
上
忠
（
一
九
一
五－

二
〇
〇
二
）
カ
。
日
本
思
想
史
を
専
門
と
す
る
井
上
の
一
九
五
〇
年
頃
ま
で
の
略
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九

三
八
（
昭
和
一
三
）
年
三
月
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
国
史
科
卒
業
、
同
年
四
月
九
州
文
化
史
研
究
所
事
務
嘱
託
（
翌
年
三
月
ま
で
）。
福

岡
県
立
豊
津
中
学
校
教
諭
、
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
国
史
研
究
室
副
手
、
戸
畑
九
州
専
門
学
校
講
師
、
同
大
学
院
特
別
研
究
生
、
西
南

学
院
高
校
教
諭
を
経
て
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
よ
り
西
南
学
院
大
学
大
学
講
師
（「
井
上
忠
教
授
略
歴
・
著
作
目
録
」『
福
岡
大
学

人
文
論
叢
』
一
六－

四
（
通
巻
六
三
）（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
一
七
一
九
頁
）。

（
8
）	

宮
本
又
次
（
一
九
〇
七－

九
一
）、
日
本
経
済
史
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
同
助
手
、
同
大
学
院
、
彦

根
高
等
商
業
学
校
を
経
て
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
助
教
授
、
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
同
教
授
。
五
一
年

（
昭
和
二
六
）
大
阪
大
学
法
経
学
部
教
授
。
九
州
文
化
史
研
究
所
に
お
け
る
宮
本
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
宮
本
又
次
『
私
の
研
究
遍
歴
』（
大

原
新
生
社
、
一
九
七
八
年
）
二
三
三－

二
四
四
頁
。

（
9
）	

森
克
己
（
一
九
〇
三－

八
一
）、
日
本
史
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
卒
業
、
史
料
編
纂
官
・
建
国
大
学

助
教
授
な
ど
を
経
て
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授
。
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）
横
浜
市
立
大
学
文
理

学
部
教
授
。
森
の
九
大
時
代
に
お
け
る
史
料
採
訪
に
つ
い
て
は
、
森
克
己
『
史
苑
逍
遥
』（
森
克
己
著
作
選
集  

第
五
巻
）（
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
六
年
）
に
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
10
）	

安
藤
精
一
（
一
九
二
二－

二
〇
一
八
）、
日
本
経
済
史
。
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
卒
業
、
一
九
五
〇
（
昭
和

二
五
）
年
九
月
二
九
日
九
州
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
後
期
退
学
、
同
月
三
〇
日
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
講
師
（「
安
藤
精
一
先
生
略
年

譜
・
著
書
論
文
目
録
」『
地
方
史
研
究
の
諸
視
角
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）
三
頁
）。

（
11
）	

北
條
義
堯
。
経
済
学
部
研
究
室
雇
（『
昭
和
二
十
四
年
五
月　

九
州
大
学
職
員
録
』（
九
州
大
学
庶
務
課
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
）
一
三
三
頁
）。
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九
九
九
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九
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九九
九
九
九
九
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九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

（
12
）	

箱
島
保
五
郎
。
法
学
部
研
究
室
雇
（『
昭
和
二
十
四
年
五
月　

九
州
大
学
職
員
録
』
一
二
九
頁
）。

（
13
）	

秀
村
選
三
（
一
九
二
二－

二
〇
二
一
）、
日
本
経
済
史
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
入
学
、
翌
一
九
四
三
（
昭

和
一
八
）
年
海
軍
に
召
集
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
年
九
月
復
員
、
一
〇
月
復
学
、
翌
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
四
月
九
州
帝
国

大
学
法
文
学
部
経
済
科
へ
転
入
学
。
翌
々
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九
月
卒
業
、
同
年
一
〇
月
九
州
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
、
一
九

五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
州
大
学
経
済
学
部
助
教
授
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
教
授
（「
秀
村
選
三
教
授
略
歴
」『
経
済
学
研
究
』
四

九
（
九
州
大
学
経
済
学
会
、
一
九
八
四
年
）。
秀
村
の
九
州
文
化
史
研
究
所
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
前
掲
注
３
「
梁
山
泊
「
九
州
文
化

史
研
究
所
」
―
師
友
回
想
―
」
に
詳
し
い
。

（
14
）	

竹
内
理
三
（
一
九
〇
七－

一
九
九
七
）、
日
本
史
。
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
卒
業
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
官
を
経
て
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
九
州
大
学
法
文
学
部
教
授
、
翌
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
同
大
文
学
部
教
授
、
一
九
五
九
（
昭

和
三
四
）
年
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
。

（
15
）	

長
沼
賢
海
（
一
八
八
三－

一
九
八
〇
）、
日
本
史
。
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
卒
業
、
東
京
府
立
第
一
中
学
校

教
諭
、
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
な
ど
を
経
て
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
教
授
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年

同
大
定
年
退
官
。
九
州
文
化
史
研
究
所
の
設
立
に
尽
力
し
た
。「
長
沼
文
庫
」
は
、
長
沼
が
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
時
代
以
来
筆
写
し
て
集

め
た
写
本
史
料
を
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
三
月
に
九
州
大
学
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
九
州
文
化
史
研
究
所
が
所
蔵
し
た
。「
長
沼

文
庫
」
は
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
（『
九
州
文
化
史
研
究
所
古
文
書
目
録
』
一
）。

（
16
）	

吉
田
道
也
（
一
九
一
二－

一
九
九
二
）、
西
洋
法
制
史
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
、
大
学
院
進

学
、
同
大
助
手
を
経
て
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九
州
大
学
法
文
学
部
講
師
、
翌
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
同
助
教
授
、
一
九
五

〇
（
昭
和
二
五
）
年
教
授
。
故
金
田
平
一
郎
法
学
部
教
授
の
跡
を
う
け
て
、
近
世
天
草
石
本
家
の
共
同
研
究
に
参
画
す
る
な
ど
九
州
文
化

史
研
究
所
の
調
査
研
究
に
関
与
し
た
。

（
17
）	

檜
垣
元
吉
（
一
九
〇
六－

一
九
八
八
）、
日
本
史
。
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
卒
業
、
同
大
助
手
な
ど
を
経
て

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
九
州
大
学
文
学
部
助
教
授
兼
九
州
大
学
第
一
分
校
助
教
授
。

（
18
）	

服
藤
弘
司
（
一
九
二
一－

二
〇
〇
五
）、
日
本
法
制
史
。
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
法
律
学
科
卒
業
、
同
学
部

副
手
な
ど
を
経
て
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
大
学
院
特
別
研
究
生
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
金
沢
大
学
法
文
学
部
助
教
授
（「
服
藤
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九
九
九
九
九
九
九
九

九九
九
九
九
九
九九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九
九

弘
司
教
授
略
歴
」『
法
学
』
四
八－

六
（
東
北
大
学
法
学
会
、
一
九
八
五
年
）。

（
19
）	

田
中
健
夫
（
一
九
二
三－

二
〇
〇
九
）、
日
本
史
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）

年
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
入
所
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
同
所
教
授
。

（
20
）	
作
道
洋
太
郎
（
一
九
二
三－

二
〇
〇
五
）、
日
本
経
済
史
。
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
九
月
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
経
済
科
卒
業
、
松

山
経
済
専
門
学
校
教
授
を
経
て
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
九
州
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
。
の
ち
大
阪
大
学
教
授
。

（
21
）	

栗
田
元
次
（
一
八
九
〇－

一
九
五
五
）、
日
本
史
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
卒
業
、
広
島
文
理
科
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
、
名
古
屋
大
学
教
養
部
教
授
。

（
22
）	

九
州
経
済
調
査
協
会
調
査
部
（『
九
州
経
済
調
査
協
会
５
年
史
』（
財
団
法
人
九
州
経
済
調
査
協
会
、
一
九
五
二
年
）
一
〇
二
・
一
〇
四
頁
）

（
23
）	W

illiam
 G. Beasley

（
一
九
一
九－

二
〇
〇
六
）、
東
ア
ジ
ア
史
・
日
英
関
係
史
研
究
者
。
訪
日
の
回
数
は
多
か
っ
た
（
Ｗ
・
Ｇ
・
ビ
ー

ズ
リ
ー
著
、
杉
山
伸
也
訳
『
日
本
帝
国
主
義
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
三
〇
四
頁
）。

�

本
稿
は
、JSPS

科
研
費21K

01107

、
お
よ
びJSPS

科
研
費20K

20503

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


